すべての段階でフッ素洗口は推奨されず
ＡＤＡがフッ化物局所応用で新たな勧告

ＡＤＡ（アメリカ歯科医師会）が追い込まれているようだ。アメリカ国内の子どもの35％前後が歯のフッ素症であり、フッ素の応用に反対・拒否する国民の動きが年々強力な流れになっているのが背景であろう。

　右ページ表と注「＊」の記述に注目してほしい。虫歯のかかりやすさ（カリエスリスク）を歯科医師が判定した後に、フッ化物の局所応用を行うべきだと勧告（日本は無差別集団実施）。すべての段階でフッ素洗口は推奨されていない。オーストラリアは「６歳以下の子どもはフッ化物含有洗口剤の使用を禁止する」と明確にしている（日本は屁理屈を付けて３歳から実施）。カリエスが「低度」の場合すべてのフッ化物応用が推奨されていない。

　液状及びゲル（ゼラチン）状フッ化物塗布（フッ素塗布）の適用を中等度・高度ですら２～４回としている。（ＷＨＯは事実上禁止。日本では佐賀県東松浦郡鎮西町で塗布を年15回も異常に実施）
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